
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アーリーくんがトヨッキー基金に寄附してくれたお金はどう使われるのでしょうか？】 

（裏表紙に答えがあります） 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

目 次 

 

補助金 

の種類 
団体 事業 頁 

つつじ 美穂の会 発達障害などの理由により子育てに不安

がある、日本語が不自由な家族とその子

どもへの特別支援事業（学習と発達） 

１ 

つつじ 下地自主防災会（Ｓ．Ｅ．Ａ） 下地防災マップ作成 ２ 

くすのき 東三河視覚障害者自立支援協会

ビギン 

白杖の使い方講習会 ３ 

くすのき 豊橋駅前大通地区まちなみデザ

イン会議 

駅前デザイン会議「情報発信プロジ

ェクト」事業 

４ 

くすのき 豊橋外国人児童生徒教育研究会 外国人の子どもの教育支援ネットワ

ーク作り 

５ 

くすのき 二川・大岩まちづくり協議会 灯籠で飾ろう二川宿 

 

６ 

くすのき 多”米オヤジの会 造成宅地コンクリート擁壁への落書

き防止のための描画 

７ 

くすのき ＬＯＶＥ ＰＯＲＴ ＴＯＷＮ

実行委員会 

ＬＯＶＥ ＰＯＲＴ ＴＯＷＮ ８ 

くすのき 栄校区まちづくりを考える会 「栄校区のしおり」の作成 

 

９ 

くすのき 豊橋おはなしろうそくの会 グリムおはなし会 １０ 

ハード 石巻山・紅の会 僕ひとり、まず一歩！ 夢見る夢夫 

紅葉の遊歩路を！ 

１１ 

ハード 下地住みよい暮らしづくり推進

会議 

東海道花咲かせ隊 しもじ １２ 

つつじ 嵩山子ども三味線クラブ 嵩山子ども三味線クラブ １３ 

くすのき ストローおじさんの親子ふれあ

い工作教室 

ストローおじさんの親子ふれあい工

作教室 

１４ 

くすのき 特定非営利活動法人 オアシス

Ｇ・Ｊ・Ｂ 

在宅高齢者と子供たちのふれあい健

康増進コミュニティ 

１５ 

くすのき 日本ボーイスカウト愛知連盟 

穂の国地区協議会 

歩行者天国と災害に役立つ知恵 １６ 

くすのき あにまるあいず 野良猫を減らし、街作りを行う  

犬猫の殺処分頭数を減らす 

１７ 

 

 ・つつじ補助金  設立後 2年未満 補助率 10/10  上限 5万円 

 ・くすのき補助金 設立後 2年以上 補助率 1/2   上限 30 万円 

 ・ハード補助金  設立後 2年以上 補助率 85～90% 上限 85 万円 



 

平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 
発達障害などの理由により子育てに不安がある、日本語が

不自由な家族とその子どもへの特別支援事業（学習と発達） 

団体名 美穂の会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

○10 月 27 日 子育て応援フェスタ 

会場：ほいっぷ講堂：参加者 100名程度 

 絵の展示 300枚程度 

 ・発達障害等により子育てに不安がある保護者（ブラジル人含む） 

のための子育て講演（ポルトガル語逐次通訳つき） 

（参加者 60人程度） 

 ・子育て行政サービスの出前講座 

  子育て支援課・障害福祉課・こども発達センターによる子育てを

応援する行政サービスの説明会（ポルトガル語逐次通訳つき） 

  （参加者 40人程度） 

   

総事業費： 61,000円 （内補助金： 50,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 子育て、とりわけ発達の遅れ、生活の困難さや障害があったりした

場合、保護者の対応、勉強は事実に直面してからはじめてスタートす

る。日々の子育てにも追われ機会が少ない。特に、外国人の場合、講

習なども全国的にもほとんど行われていない。 

 年に数回の活動ではあるが、子どもとの付き合い方の啓発、視点が

変わるきっかけにはなり、安心したり、変わっていくことには貢献で

きているようだ。 

 

アンケート結果 

・疑似体験で我が子の困難さに気づき、普段の自分の声掛けに「ハッ

と」し、間違っていたことに気づき涙が出た。 

・大人のルールでなく子どもにとって「わかりやすい」環境をと思っ

た。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 他の発達障害の講演会等では見かけない顔ぶれの参加者が見えたの

は広報活動の成果だったと思う。 

 文部科学省発表で普通クラスの小中学校の 6.5%が発達障害といわ

れ、発達障害は症候群であり障害まではいかないものの、その雰囲気

を持っていて、発達障害児の対応のテクニックが効果的な子どもは更

に大勢います。発達障害者との関わりに役立つテクニックは、ペアレ

ントトレーニング等、普通の子どものしつけにも役立つ手法もたくさ

んあり、子どもを扱う全ての人に有益な知識です。 

 今後の目標は子どもの健やかな成長を願っての活動であり、障害か

否かの仕切りをもって活動しているわけではないので、困りのある人

はもとより、子育てに関心のある人を広く取り込んでいきたい。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 下地防災マップ作成 

団体名 下地自主防災会（Ｓ．Ｅ．Ａ） 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

 校区の住民に災害時に備え、どこにどのような防災拠点があるかを

周知するため下地校区の防災マップ（安全マップ）を 5 つのエリアに

分けて作成し、所属するエリアのマップを校区全世帯に配布した。 

 

○自主防災会会員が各町ごとに町歩きを実施し、防災拠点等を確認 

○自主防災会会員が各町ごとに地元企業を訪問し、協力を依頼 

○愛知県モデル事業実施地域ポータルサイトの防災マップ作りを活用

し、防災施設、協力企業などの情報を入力 

（http://aichi.ecom-plat.jp/index.php） 

○校区防災訓練（10 月 28 日実施、約 200名参加）において防災マ

ップを説明し、意見をもらう。 

○地図を印刷し、各エリアの防災マップを各エリアごとに全戸配布。 

 

総事業費： 158,340円 （内補助金： 50,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 この地図を全戸に配布したことにより、校区住民の方に防災拠点を

周知することができたとともに、防災について考えていただく機会と

なり、防災意識の向上が図れた。 

 また、地図を作成する中で一時避難場所となる、広い空地や高いビ

ルなどを地図に載せるため、所有者等の承諾が必要であると考えた。

あわせて地元企業にも災害時に協力依頼をしたほうがよいと考え、協

力依頼を実施した。 

 下地自主防災会としては、地図を作成するうえで会員が町歩きを実

施したことにより、町の防災拠点の把握ができ、会員の防災対応能力

が高まった。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 防災マップを見直し、更新していく必要がある。また更新したもの

について、ホームページ（愛知県モデル事業実施地域ポータルサイト、

下地校区住みよい暮らしづくり委員会など）などを活用し周知してい

くよう検討する。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 白杖の使い方講習会 

団体名 東三河視覚障害者自立支援協会ビギン 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

 

実施日：平成２４年６月１０日 １０時から１６時 

参加者数：３６名（歩行訓練士３名含む） 

会場：さくらピア ３階研修室 

 

豊橋市で第３回目となる白杖講習会を浜松ウイズの歩行訓練士を招い

て開催しました。多数の視覚障がい者および晴眼者の方に参加いただ

き、晴天にも恵まれ、有意義な講習会になりました。 

 

 

総事業費：64,574 円 （内補助金：30,000円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 

参加者が歩行訓練の重要性を再認識し、また近くの公園を歩くことで、 

一般の方にも、視覚障害者の歩行への理解を深めていただくことがで

きました。 

 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 

今後、このようなイベントや広報活動を通じて、視覚障害者と晴眼者

が協力することで、思いやりのあるあたたかい共生社会を目指してゆ

きたいと思います。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 駅前デザイン会議「情報発信プロジェクト」事業 

団体名 豊橋駅前大通地区まちなみデザイン会議 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

①facebook、立ち上げ 

・アドレス：www.facebook.com/ekidesign.toyohashi 

・平成 24 年度 10月～ 

②スロータウン映画祭まちなかマップへの協賛 

・facebook アドレス記載 

・A3サイズ／カラー／両面３つ折り 1,000部作成 

・スロータウン映画祭、広小路歩行者天国等にて配布。 

・平成 24 年10 月末～11 月末 

③ホームページ、立ち上げ 

・アドレス：www.ekidesign.info 

・平成 25 年3 月～ 

④「駅デザ」カード作成 

・名刺サイズ／2 色刷／両面、1,000 枚 

・今後、駅前各店舗に設置してもらう。 

 

総事業費： 270,000円 （内補助金： 130,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 facebook については、スロータウン映画祭や、駅前各ショップの

facebook やホームページへのリンクをして、徐々に「いいね」を増

やしてきている。 

 ホームページの効果はこれから、まずは、水上ビルのアパレル関連

ショップを中心に駅前情報を発信していく。 

 駅前エリアの情報プラットホームができたことで各ショップ、イベ

ント情報、エリア情報を集約していけること思う。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 まだまだ、立ち上がったばかりの状況で、今後更新が重要。メディ

アラボ・ジャングルには、今後も更新や運用のサポートをして頂ける

ことになっている。 

 参加・連携していく店舗、ショップの数を増やしていく。店舗スタ

ッフにも、店舗情報のほか、まちなか情報を UPしてもらう。 

 愛知大学（地域政策学部）や豊橋技術科学大学のゼミや学生に情報

収集のサポートを依頼している。商店街など SNSやメディアに詳しく

ない方々への“御用聞き役”になってもらう。 

 豊橋ビル・大豊ビルの各商店街、名豊、ほの国百貨店、ココラフロ

ント&アヴェニュー、豊鉄など、駅デザ会議メンバーの各広報担当から

の情報発信を行う。 

 sebone、スロータウン映画祭など、まちなか、駅前エリアでのイベ

ントとの連携のほか、穂の国芸術劇場「プラット」との連携もとって

いく。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 外国人の子どもの教育支援ネットワーク作り 

団体名 豊橋外国人児童生徒教育研究会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

4/7  31 名 国際教室これさえできれば 

6/9  34 名 やさしい日本語 

7/7  26 名 進路開拓ブック 

8/18 24名 リライト教材作成 

9/18 26名 JSL を学ぼう 

11/3 48名 T-NETシンポジウム 

 午前 静岡文化芸術大学教授池上重弘氏による基調講演「外国人の 

    子どもの教育支援ネットワークづくり」 

 午後 外国人保護者、NPO 法人豊橋ブラジル協会、NPO 法人外国 

    人就労支援センター、豊橋市小学校教諭の 4 者によるパネル 

    ディスカッション 

12/1 31名 中国、フィリピンの教育を学ぶ会 

 

総事業費： 261,238円 （内補助金： 130,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・参加者の知見が広がり、外国人児童生徒教育の指導の幅が増えた。 

・子どもを支援しているグループ同士の連携ができ、ネットワーク作

りができた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

・連携を深めるために、連絡会議や訪問交流等を行う。 

・会の活動を多くの人に知ってもらう手立てを考える。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 灯籠で飾ろう二川宿 

団体名 二川・大岩まちづくり協議会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

 

 旧東海道の二川宿町並に 1,000 個の灯籠を設置し、昔の面影の残る

街道を照らし出して昔をしのぶ。 

 この事業には二川地域の方々の協力と二川小学校・二川中学校の児

童・生徒、二川幼稚園・二川東保育園・花園幼稚園の園児に、灯籠に

切り絵を貼ったりや絵を描いてもらい参加していただいた。 

初日の 8 月 11 日は開催と同時に豪雨にあったが、8 月 12 日は天

候も良く、5,000 名ほどの参加者で町並はにぎわいを見せた。 

 規制をかけることができ、歩行者天国のような感じになった。 

 

総事業費：354,687 円 （内補助金：155,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 

 人通りの少なかった町並がこの事業によって、沿道の人々のほか多

くの地域の人、地域外の人が集まりにぎわいを見せた。 

 特に沿道の方は、多くの人が集まることに刺激され、花壇の手入れ

や家にあった灯籠などを点灯、格子のある部屋の照明など気を配って

くれた。また灯籠の配置や点灯にも気を配っていただいた。 

 今回の事業により、人々が町並に出て来て会話の機会が多くなった

ことと、非協力的に感じていた人々が積極的に活動してくれることを

感じた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 

 この事業により、街道沿いの住民をはじめ地域の人の協力を期待で

きるように感じた。 

 この雰囲気を続けるためにも、この事業を続けなくてはと思うと同

時に、多くのイベントを取り込みもっとにぎやかな祭りにしていきた

い、できるのではないかと感じている。 

 今後は沿道の方々や各種団体も多く参加してもらう第一イベントに

成長させる。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 造成宅地コンクリート擁壁への落書き防止のための描画 

団体名 多”米オヤジの会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

5 月 1 日～6月 30 日 原画の検討と作成 

7 月上旬       塗料、脚立等調達手配 

7 月 27日～28日  第一回現場作業（約 40名が参加） 

12 月 22日～23日  第二回現場作業（約 30名が参加） 

 

総事業費： 49,000円 （内補助金： 24,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 地域の主要道路に面した大きな無地のコンクリート壁は、数年前ま

では稲荷山という古墳のあった山が壊され宅地になったところにある

もので、殺風景であるとともに地域の人にとっては一抹の寂しさを感

じさせるものだった。 

 今回の事業によりその印象は一変したと言える。作業中にも通過車

両が減速しながら作業を覗き込む様子が見られ、歩行者には「頑張っ

て」と声をかけられることもあった。今回の作業により、現場周辺の

雰囲気が和やかになったものと思われる。 

 また、この作業に参加した中学生の皆さんにとっては、地域の環境

改善に貢献したという実感を得たと同時に、ふるさとに自分の足跡を

しっかり残すことができ、一層の愛着を感じられるようになったもの

と思われる。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 今回の作業により落書きされるリスクは軽減されたものと思われる

が、その恐れが全くなくなったものではない。多”米オヤジの会、東陽

中美術部それぞれが現場を継続的に監視し、少しでも落書きがあれば

早急に修復し、隙を見せないようにしていきたい。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 LOVE PORT TOWN 

団体名 LOVE PORT TOWN 実行委員会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

「LOVE PORT TOWN Toyohashi 

              ：オクトーバーフェスト 2012」 

 2012 年10 月 27 日・28 日 11:00～17:00 

 総参加者数 10,000人 

 

 ドイツ・ミュンヘンで毎年 10 月に開催されるビール祭り「オクト

ーバーフェスト」を豊橋の港で再現。本場のドイツビールを楽しめる

のはもちろん、ドイツフード屋台、雑貨・クラフトマーケット、もの

づくり体験、ドイツ車の展示、三河港モーターショウなど、多くの方

に「みなとまち豊橋」を楽しんでもらいました。 

 

総事業費： 3,418,273 円 （内補助金： 300,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 港の活性化の一助となりました。 

 「LOVE PORT TOWN」の認知度も上がりました。 

 去年以上の参加者（総参加者 10,000 人）で多くの皆様に「みなとま

ち豊橋」を発信することができました。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 LOVE PORT TOWN 実行委員会は 10 年構想で活動しておりま

す。 

 今後は港に関わる企業、団体と連携をとり、さらなる事業の発展へ

つなげていきます。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 「栄校区のしおり」の作成 

団体名 栄校区まちづくりを考える会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

「栄のしおり ー絆を強く結ぶために！ー」制作 

 A4サイズ 92ページ（一部カラー） 5,000部 

 栄校区 10町 自治会加入全世帯に配付 

 内容 三部構成 

 （１）栄校区自治会の組織概要（校区、町、各種団体） 

 （２）栄校区・防災の心得（地震編） 

 （３）市民のコミュニティ活動のために  

 

総事業費： 720,000円 （内補助金： 250,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 校区内自治会加入全世帯に配付しました。 

 すぐに成果が出るとは思いませんが、まずは年度初め、新組長や新

各種団体委員になったとき、自治会活動についてどんなことをしてい

くのか、基本的なことを知ることができる。 

 校区、町、各種団体などの自治会活動、校区や町の行事などへの参

加率が少しでも上がることを期待しています。 

 ますは「栄のしおり」を見てもらい、自治会活動の参考にしてもら

いたい。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

「栄のしおり」の最初の 2 ページ目に 

「堅実なコミュニティを栄校区に作ろう」と掲示しています。 

 これを校区民がどう判断し、これからの自治会活動やいろいろな行

事に対して、参加がどう変化していくかを見ていきたい。 

 

今後の取り組み 

 自治会未加入世帯には、このしおりで加入を勧める。 

 自治会活動や行事に関心が薄い人にも説明しやすくなっています。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 グリムおはなし会 

団体名 豊橋おはなしろうそくの会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

・「大人のためのグリムおはなし会」 

 5 月 24 日(木)10:30～11:30 福岡校区市民館 参加人数 49人 

・「夏休み小学生グリムおはなし会」 

 7 月 26 日(木)14:00～15:00 中央図書館 参加人数 68人 

・「藤井いづみさんの小学生グリムおはなし会」 

 9 月 15 日(土)14:30～15:15 中央図書館 参加人数 57人 

・「藤井いづみさんの大人のためのグリムおはなし会」 

 9 月 16 日(日)10:00～11:30 中央図書館 参加人数 51人 

・「小学生グリムおはなし会」 

 12 月 26 日(水)14:00～15:00 中央図書館 参加人数 64人 

 

総事業費： 101,140円 （内補助金： 50,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 1 回目のおはなし会は、図書館が長期休館のため、場所を変更して福

岡校区市民館で行った。参加者が少ないのでは、と心配したが、近隣

の福岡・中野小学校はおはなし会が開かれており、保護者をお誘いし

たところ、子どもがいつも聞いているストーリーテリングを聞いてみ

たいと多数参加してくれた。はじめて聞く方もたくさんいた。 

 図書館では、これまで月に一度おはなし会を行ってきたが、今年は

これに補助事業のおはなし会が加わり、聞く機会が増え、気軽に参加

してもらえた。また、それが市の広報で紹介されることで、豊橋おは

なしろうそくの会の名称やストーリーテリング、素ばなしのおはなし

会を広く知ってもらえた。 

 大人のためのおはなし会を複数開いたことで、ストーリーテリング

は、子どものみならず、大人にも十分楽しく、豊かな時間であると理

解いただき、最後は親子で聞いてくれる方がたいへん多かった。 

 グリムの昔話を中心に語り、多くの人たちに本来の昔話の良さ、耳

から聞く心地よさを体感してもらい、ストーリーテリングの魅力を知

ってもらえた。 

 「グリムおはなしの会」計 5 回を、すべて満足に開催できたことは、

当会において大変良い経験になった。会員一同研鑽に励み、おはなし

を語る力、おはなし会を企画・運営する力がついた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 今まで通り図書館、学校においてのおはなし会活動を続けていくが、

今後は学校での依頼が増えると予想される。学校でおはなしの楽しさ

を子どもたちに届け、地域にも広げていきたい。具体的には、それら

の校区に出向き「大人のためのおはなし会」を開催したと思う。 

 初めて冬休みに「小学生おはなし会」を開いたが、たいへん落ち着

いた、良い会だった。次年度以降も行いたい。 

 これらの会を、広く市民にお知らせするために、当会がチラシ代を

負担し、図書館、学校を中心に配布している。今回の補助事業では市

の広報に載せていただき、広くお知らせできた。補助事業終了後のお

はなし会の周知方法が、大きな課題である。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 僕ひとり、まず一歩！ 夢見る夢夫 紅葉の遊歩路を！ 

団体名 石巻山・紅の会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

①(独)水資源機構の土地の雑木林(約 1,100㎡)の伐採と植樹、整地 

(3,100 ㎡)実施。 

②①の整地に会はモミジ 16 本を植樹。他日に石巻校区自治会が 5 本

のモミジ記念植樹。 

 (会は石巻校区自治会の毎年の「石巻山・三ツ口池クリーン作戦」に 

  植樹穴掘削と潅水機材の支援参加) 

③①の整地土地に伐採木搬出用斜路 15m(草刈機、トラクターの進入 

路)造成。 

④①の太い伐採木を切断し希望者に薪ストーブ用に斜路より搬出(軽

トラック 8台分)。 

⑤22、23、24 年度活動区域の草刈り作業。 

⑥三ツ口池周辺の道路側溝部(距離 200m)の除草作業。 

 

総事業費： 773,014円 （内補助金： 668,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

①補助金の活用の重機使用で(独)水資源開発機構の土地 3,100 ㎡が平

坦化し植樹完了。 

②①の平坦化で草刈機、重機が進入可能となり作業の効率化と広場が

顕在化した。 

③雑木が無くなり湖水面の景観が視界に入り遊歩道への関心が高まっ

た。 

④石巻小学校で「地元ボランティア活動」について出前講座の依頼を

受け実施した。 

⑤会員が 5 名増加し 22 名となる（平成 25 年 1 月現在）。 

⑥豊橋市より、市の「三ツ口池苗圃」の公園化案の素案提出を依頼さ

れ提出した。 

 (石巻山・紅の会は、この件を自治会に連絡し窓口を石巻校区自治会

とすることを提案し、校区自治会も了解した。3 年計画での公園化

案(未決段階)が市から提示され、管理を自治会が行うことを決定し

た。紅の会箱の管理を側面支援することを決定した) 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

①23、24 年度の補助金で整地された 3100 ㎡の湖水沿線 35m に転落防

止柵を設置する。 

②継続的活動で 22、23、24 年度の活動区域の草刈りを実施する。 

③22 年度植樹地の転落防止柵の湖水面側 68m の低木を伐採して景観

の向上を図る。 

④22年度植樹地で豊川用水路沿いの太い桜を保護するため木 3本伐採

する。 

⑤22、23、24 年度の植樹の潅水作業と除草で会員の労働負担が増すた

め、協力者の増員が必要となる。このため③の作業は校区回覧して

協力を得て会員募集を行う。 

⑥25 年度は植樹地の確保が未定なため、植樹を行わず②・③の作業が

主となる。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 東海道花咲かせ隊 しもじ 

団体名 下地住みよい暮らしづくり推進会議 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

 

事業体 下地校区自治会 下地住みよい暮らしづくり推進会議 

    下地町２丁目 下地町３丁目 下地町４丁目 下地町５丁目 

 

内 容  

    ・事業地 県道 清州・下地線北側歩道約７００m 

    ・フラワーボックスに花を植え管理する活動 

    ・フラワーボックス５０基設置 約６００本植付 

    ・下地小学校の事業参加（地域との連携） 

 

イベント 完成式 １０月４日（木）午後３時より 消防器具庫前 

         式典・下地小金管楽器部パレード・事業見学 

 

総事業費： 655,370円 （内補助金： 574,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・お互いが助け合い、支え合う活動により、花や緑がある清潔なまち 

  

・環境美化。 

 

・下地小学校の事業参加により、地域と下地小学校との連携発展につ

ながる。 

 

 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

・地域住民参加活動により、地域力の高まり地域の活性化が図れる。 

 

・沿線美化により、沿線を訪れるハイカー等にたいし、豊橋市のイメ

ージアップにつながる。 

 

・事業の継続（高齢者）と安全性の確保。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 嵩山子ども三味線クラブ 

団体名 嵩山子ども三味線クラブ 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

・週に一回の教室 

・文化祭への参加（H24.11.6 5 人参加） 

・嵩山小学校 JICA 視察の交流会での演奏（H25.2.19 5 人参加） 

 

総事業費： 64,469円 （内補助金： 50,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・地域の人たちに励ましの声かけを多くいただき、子どもたちも張り

切って三味線に取り組めてきています。 

・友達が演奏する姿を見る中で、参加していない子どもたちに少し興

味が芽生えてきている様子が窺える。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

・より多くの人に知ってもらうために、チラシ等を効果的に使うこと

が必要である。 

・1 年続けたことで少し演奏技術がついてきたので、曲数を増やし、地

域の施設などでのボランティア要請に応えられるようにしていきた

い。 

 

 

13 



 

平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 ストローおじさんの親子ふれあい工作教室 

団体名 ストローおじさんの親子ふれあい工作教室 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

 豊橋市内子供会、老人クラブ等で 42 回教室を開催しました。参加

者は子どもだけで 3,261人になりました。 

 

総事業費： 314,8２1円 （内補助金： 150,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 祖父・祖母・親達と子どもたちが仲良くなって工作をしている。 

 以前は子どもたちとぎくしゃくしていたが、だんだんと対話ができ

るようになってきた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 工作を教えて、一家が仲良くまた祖父母から親から子供たちにもの

づくりをつなげていってほしいものです。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 在宅高齢者と子供たちのふれあい健康増進コミュニティ 

団体名 特定非営利活動法人 オアシスＧ・Ｊ・Ｂ 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

コミュニティサロン「オアシス」を開催する 

①75 歳以上の高齢者対象 月 2 回 

②65 歳以上の高齢者対象 毎週月・水・金 

 

【内容】 

健康体操・脳トレ・カラオケ・ビンゴゲームなど 

 

【回数・参加者数】 

①12 回 約 55 人×12回＝667人 

②72 回 約 20 人×72回＝1,478人 

 

総事業費： 659,347円 （内補助金： 300,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

・補助事業の成果として、上記事業の内容を充実させることができた。 

・老人と子どもの交流事業の一環として、囲碁・将棋大会などの開催

の気運が高まり、団地内での世代を超えた交流が生まれ、具体的な

活動へと転じていった。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

・上記の活動をさらに発展させ、継続していくために、ボランティア

の募集や参加者募集に力を入れていく。 

・目下様々なアイディアを団地内で募集中。 

・コミュニティサロン「オアシス」を主に他地域及び他団地での開催

に備え、打合せ及び活動を重ね、拡張に努める。 

・老人を対象とした内容を充実し、世代を超えた交流イベントなどと

あわせて、他地域及び他団地に紹介し、実施できるように支援して

いく。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 歩行者天国と災害に役立つ知恵 

団体名 日本ボーイスカウト愛知連盟穂の国地区協議会 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議

など人が集まる事

業を実施した場合

は、実施日時及び参

加者数を必ず記入

してください。 

平成 24年 11月 4 日 豊橋市広小路通り「歩行者天国」に出店した。 

午前 11時設営に始まり、午後 5 時撤収まで、穂の国地区役員およびリーダー

33 名、高校生年代のスカウト 5名が集い正午～午後 4 時まで、今回のテーマ

である「災害時に役立つボーイスカウトの知恵」とボーイスカウト活動のＰＲ

を展開できたと思う。 

１）4 種類のロープ結び（もやい結び・連続とめ結び・てぐす結び・ちぢめ結

び）の利点説明と講習 

２）新聞紙でつくるスリッパの講習 

３）キッチンペーパーでつくるマスクの講習 

４）ペットボトルを利用した「水の浄化装置」展示 

５）ドーム型テント、雨天時に移動可能な立ちかまどの展示および説明 

６）募集パンフレット配布および説明 

７）ボーイスカウト活動の写真パネル展示 

8）じゃんけんゲーム大会 

等などのコーナーをつくり、それぞれのコーナーに約 50人位の集客がありま

した。 

全体で約 200人位の人々が覘き、講習を受け、説明を聞いていただきました。 

 

総事業費：73,682 円 （内補助金：36,000円） 

事業の成果等 

（事業を実施した

結果、どう変わった

かなど） 

初めての経験でありましたが、高校生年代のスカウト達が前面に出て 

お客さんと一緒になって、ロープ結びの説明をしたりして、スリッパつくり、

マスクつくりを楽しんでいた。 

災害が発生した時、何をするべきか、身の回りで対処すべきことが、われわれ

ボーイスカウト活動で学んできたことを説明して、常日頃の事前準備が必要な

ことを感じてもらえたと思った。 

今回、穂の国地区の五つの委員会が各々取り組んだ結果、いままで前面にでて

いなかった、女性保護者など新しい方々の積極性を見て、今後、大きく変わっ

てゆくと手ごたえを感じました。 

今回の事業によって、5～6 人がボーイスカウトに入る予定です。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

今回の事業によって、穂の国地区内の五つの委員会の委員が積極的に事業に取

り組んで、委員会が活性されると思います。 

次年度以降も「歩行者天国」のような事業、地域に役立つような事業があれば

積極的に参加してボーイスカウト活動、特に野外活動から得た知識を広く皆さ

んに伝えたいと思います。 

ボーイスカウト活動が市民に認められ、市民権を得られるように努力したいと

考えています。 

今回の出店に限れば、各コーナーの配置に大きな反省点がありました。 

じゃんけんゲームで引きつけ、ロープ結び、スリッパ、マスクの講習で、なる

ほどと感じさせ、最後にボーイスカウトの説明で入団に結びつける。このよう

な人の流れをつくれば、なおさらよかったと反省する。 
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平成２４年度市民協働推進補助事業 事業報告シート 

 

事業名等 
野良猫を減らし、街作りを行う  

犬猫の殺処分頭数を減らす 

団体名 あにまるあいず 

 

項  目 内    容 

事業の概要 

（取組みの内容） 

※イベントや会議な

ど人が集まる事業を

実施した場合は、実

施日時及び参加者数

を必ず記入してくだ

さい。 

・殺処分対象となっている犬猫を行政から引き取る 

・保護した犬猫の里親探しをする 

・啓蒙活動（新城高校にて講演、豊橋市動物愛護デーにて「動物ふれ 

 あいコーナー」協力、オレンジフェスタに参加、市内保育園にて「動 

 物ふれあいコーナー」協力） 

・野良猫の不妊手術の実施 42頭 

・保護頭数 26頭 

・里子に出せず保護を継続した頭数 40頭 

 

総事業費： 635,143円 （内補助金： 300,000 円） 

事業の成果等 

（事業を実施した結

果、どう変わったか

など） 

 野良猫の不妊手術の実施（TNR）については、予定した頭数は達成

できた。主に、大井町、西赤沢町、大清水町では、それぞれ 10 頭を

超える頭数を実施できた。数年前から問題になっている場所で実施で

きたのは、今回の補助金があったからこその成果である。 

 

 今回、補助金によって成果が出たのは、犬の保護と行政からの引き

取りである。昨年度の後期よりも、12 頭多くの犬を引き取ることがで

きた。特に保護数よりも、行政からの引き取り頭数に大きな成果が見

られた。 

今後の見通し 

（事業実施後の課

題、今後の取組みな

ど） 

 

 命に関わる活動であり、その年の保護数や、状況、季節によって、

行政からの引き取り頭数は数字として正確に予定できないものである

が、引き続き最大限の努力を行う。 

  

 野良猫の TNR の実施は、殺処分を減らすための最大の方法だと考え

ている。実際に豊橋市の殺処分頭数は減ってきている。その理由は、

啓蒙活動や行政からの引き取りより効率が良く、成果が数字に表れる

のが TNR の実施だと思う。既に多数の野良猫のいる場所を把握してい

るので、予算上全箇所は無理だが、1 年間の頭数を決めて実施してい

く。 

 

 その他、啓蒙活動や豊橋市主催のイベントへ積極的に、参加・協力

する予定である。 
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【アーリーくんが寄附してくれたお金は、倍になって「みんなのためになる活動」に使われます】 

（市民協働推進補助金はトヨッキー基金（市民協働推進基金）から交付されています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊橋市 文化市民部 市民協働推進課 

〒４４０－８５０１ 

豊橋市今橋町 1 番地(西館４階)  

TEL：０５３２－５１－２４８３ 

FAX：０５３２－５６－５１２８ 

MAIL：shiminkyodo@city.toyohashi.lg.jp 


